
● 高い志と確かな学力をはぐくむ    （知） 

● 思いやりの心と豊かな人間性をはぐくむ（徳） 

● たくましい身体と心をはぐくむ    （体） 
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とうべつ学園 教育目標 「夢と志を持ち 希望に満ちた未来を拓く子どもの育成」 

 

スポーツフェスティバルを終えて                     校長 吉村 公孝 

９月 2 日（土）のスポーツフェスティバルには、たくさんの保護者や地域の皆様にお越しいただき、

ありがとうございました。 

今回のスポーツフェスティバルは、次の４つをねらいとして実施しました。 

 

 

 

 

 

特に、4つ目のねらい「義務教育学校であることの喜びを感じ、互いに協力し、思いやる心を養う。」

は、とうべつ学園だからこそ設定できる特色あるねらいと言えます。例えば実際の活動（練習を含めて）

では、こんな子どもたちの姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、1 年生（6 歳）から 9 年生（15 歳）の児童生徒が互いにかかわりを持つことは、優し

さや思いやりなど、心の成長に大きく寄与するものと考えており、今後も大切にしたい子どもたちの姿

です。 

今年度のスポーツフェスティバルは、開校後初めて、新しいグランドで、全校児童生徒が集まって開

催した大きな行事でした。学園スタッフで何度も話し合い、調整を図りながら当日を迎えたところです。

やってみて明らかになった課題もありますので、次年度の改善に生かしたいと思います。 

当日はもとより、練習期間も含め、保護者や地域の皆様の御理解とご協力をいただいたことに改めて、

感謝申し上げます。 

 

2023 .９.12 (火)  

) 

校内に掲示されたスポフェス スローガン 

〇体育の授業や日常生活で身につけた力を発揮しようとする態度を養う。 

〇クラスの団結力を養う。 

〇異学年競技で思いやりや責任のある言動、協力する気持ちを養う。 

〇義務教育学校であることの喜びを感じ、互いに協力し、思いやる心を養う。 

全校競技の練習は、

後期課程の生徒が中心

となり、チームをまと

めました。 

2年生のチ

ェッコリ玉

入れでは、9

年生が同じ

ダンスを踊

って応援し

ました。 
5～７年生でチーム

を組んだ棒渡し。この

学年の組合せは、義務

教育学校でなければで

きません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
 

第2回スポーツフェスティバル  午前の部 

9月2日（土）、第2回スポーツフェスティバルが実施されました。本校グラウンド

のこけら落としともなりました。児童生徒が一堂に会したスポフェス。新たな試みでし

たが、それぞれに充実・達成の思いを味わえた時間を共有しました。 

全校みんなの行事、そして猛暑に見舞われた期間も。少ない準備時間の中で、精一杯努力を重ねた児童生徒です。 

８：４０ 

９：０５ 

９：３５ 

１０：１５ １０：４５ 

１１：１５ 

競技のたびに、入

れ替わりの応援団。 

踊りながら、声を

出しながら、会場を

盛り上げました。 

開会式 

応援合戦 

昼休みなどに練習を重ねた、紅白それぞれの応援合戦。 

チームが一つになりました。 

徒競走 

棒渡し 

１～４年の徒競走。 

全速力で駆け抜けました。 

全学年が「棒渡し」を実施。 

9年間の成長が伝わります。 

チェッコリ玉入れ 

真剣な玉入れ。そして、ほほえましい踊り。１・２年生に癒されました。 

5色綱引き 

全校競技 

３・４年生は知力と体力を競いました。 

児童生徒会役員本部の生徒がプロデュース。 

練習から、自分たちの力で取り組みました。 

立派な声が響き渡った、選手宣誓 

午前の部終了 

紅組６２５点―白組６０７点 
接戦の熱い戦いは、午後の部へと引き継がれます。 

１～４年生は午前で終了。頑張りに拍手。 

#前日は大雨 
#立てたテントは１３張り #「一致団結」 

#当別魂 

#１から９までのバトン 



短い夏休みだからこそ、時間を計画的に使って過ごしていたという生徒がいました。現状に屈せず、自分を変えていく姿勢

  

学校だより６号３ページ 

１号 １ページ 

第 2回スポーツフェスティバル 午後の部 

学園はこのあとすぐに「学園祭」準備に。児童生徒のさらなる成長に期待。 

５の１ 99 ５の２ 228

６の１ 153 ６の２ 151

７の１ 163 ７の２ 157

計 415 536

８の１ 168 ８の２ 248

９の１ 270 ９の２ 260

計 438 508

チームジャンプ小計

紅 白

１１：５０ 昼食・休憩・作戦会議 １２：５０ 午後の部 開始前 

午前競技後、５年生以上は教室へ。 

午後に向けて、学級の団結力を確かめ合う時間に。 

流れる音楽に合わせて、紅組白組それぞれのチーム

が一つになって、さぁ午後の競技がスタート！ 

１３：００ 

１３：３０ １３：４５ 

５・６年生は１００メートル走。 

ゴール目指して、ダッシュ！！ 

7 年生は、観客の皆さまとともに「借り物

競走」。たくさんのご協力に感謝。 

８・9 年生の「学級対抗リレー」。バトン

をつないで、助け合いながら、前へ。 

１４：１５ 

徒競走 100ｍ 

借り物競走 

学級対抗リレー 

チームジャンプ 
5年生以上のチームジャンプは、スポフェスの華。 

重ねた練習は、きっとクラスの財産になります。 

１４：４５ 閉会式 

紅組１６４７点―白組１８３２点 

熱い戦いのあとは、お互いの頑張りをたたえあい、拍手を送りあった両チームでした。 

スポーツフェスティバルの取組には「さまざまなバトン」がありました。「友情」「気遣い」「協力」「ねば

り強さ」「努力」など、児童生徒同士が互いに優しく受け渡しするべきバトンが学校教育にはあります。 

また、駐車場案内、賞状配付、観客誘導、テント準備や片付け等では、ＰＴＡ役員や学校支援委員など

の皆さまのご支援をいただきました。さまざまなバトン、たくさんの支援。見えないものを見つめるこ

との大切さを、引き続き児童生徒に伝えていくこととします。 ありがとうございました。 



 

 

 

                                       
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック紹介 

今年の夏はとても暑かったですが、ようやく少し涼しくなってきましたね♪ 

 

。 

とうべつ学園では、１～９年生を①前期課程・後期課程、②３ブロッ

ク（基礎期・充実期・発展期）２つの枠組みでとらえ、児童生徒の学

びや育ちを多様な視点から支援し、教育活動を展開しています。 

スポフェス練習（９年生） 
暑い日が続き、グラウンドでの練習が
予定通りできないこともありました
が、最後のスポフェスに向け、一生懸
命練習しました。 

虫取りに挑戦！（２年生） 
稲穂公園で虫取りをしました。コ
オロギ、バッタ、蝶など、たくさん
の虫を捕まえました。カエルもい
ました！！ 

夏休み明け集会 
夏休み前集会と同様に、1～4年生
と５～9年生に分かれて行いまし
た。代表児童生徒が、夏休みの思い
出や1学期後半の目標を堂々と述べ
ていました。 

新しい授業のかたち（５年生） 
 前期課程に対し、石狩市の先生2名
が、子どもたちが主体的に学ぶ授業や
一人一台端末の活用方法を、授業を通
して指導してくださっています。 

新人戦壮行会（７・８年生） 
町内中体連新人戦に向けた壮行会を
行いました。各部の熱い決意、生徒会
のエール、吹奏楽の演奏等で選手を勇
気付けました。 

夏休み作品展（１～６年生） 
たくさんの作品が並びました！校
内のあちこちに力作がそろい、見る
人の目を楽しませてくれました。 

【１～４年生の集会】 

【５～9年生の集会】 

8月 25日にPTAによる部活動応
援販売が行われました。たくさ
んの方が購入してくれました。
本当にありがとうございまし
た。 

 毎朝、朝顔が 
咲いています 
（１年生） 

夏休みに大切に
育てた朝顔の花
が咲きました。 


